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アイコンの凡例

新：新規事業 拡：拡充事業 継：継続事業

アイコンの凡例

新人にやさしい まちづくり

安心して子どもを産み育てられるまち

●幼児教育・保育の充実

園児の置き去り防止のため、通園バスに安全

装置を設置 175万円

新

●地域雇用の維持・創出

継 企業の設備投資と新規雇用を積極的に支援

2億1,864万円

継 エネルギー価格高騰の影響を受ける事業者に

対し、省エネ機器の導入を支援 2,500万円

継

●地域資源を活用した観光産業の推進

文化観光の推進のため、日本遺産ストーリー

を活用した地域活性化事業を実施

7,421万円

●子育て支援の充実

養育費の取決めに係る公正証書作成費用など

を補助 10万円

新

●市内企業の持続的な発展

継 地域経済の活性化と物価高騰下での消費喚起

のため、プレミアム商品券発行事業を支援

4,700万円

拡

●大地の芸術祭の里ブランドの活用

「大地の芸術祭」の里への通年誘客を目指し、

越後妻有里山現代美術館M
モ ネ

onETで大型企画展

などを実施 3,250万円

怒涛の人の流れで活気あふれるまち

越後妻有 大地の芸術祭 2022
中谷芙二子「霧神楽」

●産業の新しい展開と成長に向けて

2,490万円

力強い産業と雇用を育むまち

継 十日町産品のさらなる販路拡大のため、新商

品開発や小規模事業者の生産・加工品の販路

開拓を支援

継 新規創業を支援するため、創業相談や創業後

のフォローアップを実施 622万円

次ページに続きます

継

●多面的機能の発揮・生産基盤の整備

日本型直接支払制度などによる農業農村の持

続活動を支援 7億7,357万円

継

●森林の整備・森林資源の活用

「森林環境譲与税」を活用した私有林整備と

市有林・市行造林（中屋敷・天水島ほか）の

整備 1億1,730万円

活力ある農林業と魅力的な里山のあるまち

地域で支え合う福祉のまち
ふるさとを愛し自立して

社会で生きる子どもを育てるまち

●学校教育の充実●高齢者福祉の充実

継 教育支援員を配置し、特別支援を要する児童

生徒の適切な学びの場をサポート 8,826万円

拡 生活援助や見守りサービスを実施する、住民

主体の団体などへの助成を拡充 698万円

拡 高齢者用集団認知検査などを実施し、認知症

予防を推進 36万円

拡

●学校教育施設の整備

市立小・中学校の計画的な施設整備を実施（水

沢小学校長寿命化改修・エアコン設置など）

4億8,341万円

拡 特別支援を要する児童への通級指導教室を川

治小学校に設置 38万円

拡 不登校対策や心理アンケート（W
ウェブキューユー

EBQU）の

対象学年を拡大 323万円

活力ある 元気な まちづくり
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高齢化集落の対応に特化した地域支援員を新たに配

置し、地域が直面する課題解決を促進

●S
ソサエティー

ociety5.0時代に即応した自治体への転換

拡

活力ある 元気な まちづくり

誰もが自由に楽しく学び多様な文化にふれあえるまち

「森の学校」キョロロの空調機器を改修

7,727万円

新

新

●スポーツの振興

中学校の休日部活動の地域移行に取り組む団

体を支援 990万円

将来に向けた文化財の保存・継承・活用によ

るまちづくりや文化観光を推進するため、「十

日町市文化財保存活用地域計画」を策定

610万円

継

●文化財の保存・活用の推進

電力削減のため千手中央コミュニティセンター

と市総合体育館のLED化工事を実施 8,483万円

新

●市民による学びの場づくりへの支援

住み慣れた地域でいきいきと暮らせるまち

新 まつのやま学園の特色ある教育などを体験で

きる「雪里留学モニターツアー」を実施し、

家族での移住を促進 215万円

拡 ＵＩターン者への基本助成のほか、学生のＵ

ターン者や空き家バンク登録物件取得者への

補助を拡充 6,026万円

拡 移住を支援する「移住コンシェルジュ」に暮

らし体験などの受入窓口を追加し、支援体制

を強化 1,200万円

●移住・定住の促進

新 仕事を組み合わせて年間を通じた雇用を創出

する「特定地域づくり事業協同組合」の運営

を支援 1,350万円

●中山間地域対策の強化・充実

安全・安心な まちづくり

災害に強く安心して暮らせるまち

●防災体制の充実

継 南分署の改修を実施（庁舎長寿命化・照明設

備LED化など） 1億2,636万円

継 周辺住民の安全確保のため、特定空家等の代

執行および緊急安全措置等を実施 754万円

拡 消防団員の確保と組織の強化のため、消防団

員報酬を改定 8,505万円

新

暮らしや経済活動を支える基盤の充実したまち

●生活交通の維持確保

市内から魚沼基幹病院までの直通バスの本格運

行に向け、車両導入を行う運行事業者を支援

275万円

●道路網の整備

市道稲荷町線など市内18路線を整備し、安全・

安心な「みちづくり」を実施

継

10億8,786万円

●住宅・公園などの整備

老朽化が進んでいる都市公園施設を更新

2,900万円

新

継 住宅の断熱改修や省エネ効果の高い照明・空

調機器の設置を補助し、住環境の向上を支援

3,000万円

継

●上下水道の整備

千手浄水場の改築・耐震事業に着手 4,000万円

清津峡地区の水道を整備継 1億9,010万円

まちづくりの 推進に向けて

●地域自治の推進

2,389万円

拡 マイナンバーカードを使用し、全国のコンビニエンス

ストアで取得できる証明書の種類を拡充 1,562万円

協働のまちづくりの推進

時代に即応した自治体経営

マイナンバー
ＰＲキャラクター
マイナちゃん

700万円

生涯元気で健やかに暮らせるまち

新

●地域医療の充実

医師の確保と資質向上のため、市内病院に勤

務する若手医師に研究資金を助成

拡 「訪問看護ステーションおむすび」の体制強

化のため、常勤看護師を増員 4,500万円

●地域包括ケアシステムの推進

新 健康増進の新たな指針となる３つの計画を策定

715万円

●健康づくりの推進

周産期医療の維持継続を図るため、産婦人科

医を雇用する診療所を支援 1,200万円

継

●再生可能エネルギーの活用

環境にやさしく自然と調和するまち 雪とともに生きるまち

●市道除雪の充実

まつのやま学園ほか公共施設へ太陽光発電・

蓄電池設備を導入 1億2,780万円

継 除雪車の格納台数を

拡大した、新たな除

雪機械車庫が完成

1億1,275万円

継
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民生費
87.5億円
〈25.6%〉

土木費
55.1億円
〈16.1%〉

公債費
54.1億円
〈15.8%〉

総務費
34.7億円
〈10.1%〉

衛生費
27.9億円
〈8.1%〉

教育費
32.8億円
〈9.6%〉

消防費
12.8億円〈3.7%〉

議会費
1.9億円〈0.6%〉

災害復旧費
そのほか
1.2億円〈0.4%〉商工費

16.8億円〈4.9%〉

農林水産業費
17.3億円〈5.1%〉

一般
会計

歳出
（目的別）

〈　　〉：構成比率

※構成比の割合は、小数点以下の端数処理の

関係上、合計値と合わないことがあります

前年度対比△25億6,250万円、5.1％の減

総額 479億5,590万円

一般会計内訳

特別会計区分 予算額 前年度対比

国 民 健 康 保 険 48億700万円 △ 2.6%

国民健康保険診療所 1億7,350万円 △ 16.6%

訪 問 看 護 事 業 4,500万円 ＋ 29.3%

後期高齢者医療 7億1,800万円 ＋ 4.4%

介 護 保 険 79億8,700万円 ＋ 1.6%

松之山温泉配湯事業 2,040万円 ＋ 15.9%

特別会計総額 137億5,090万円

公営企業会計 令和５年度予算
問上下水道課事務係（☎757-6531）

公営企業会計区分 予算額 前年度対比

水 道 事 業 15億4,022万円 ＋ 15.5%

簡 易 水 道 事 業 20億3,848万円 △ 1.7%

下 水 道 事 業 51億9,006万円 △ 7.1%

※公営企業会計は支出ベースで記載しています

固定
資産税
28.6億円
〈52.1%〉

市民税
19.3億円
〈35.2%〉

市税

入湯税
0.7億円〈1.3%〉

都市計画税
1.2億円〈2.2%〉軽自動車税

2.1億円〈3.7%〉

市たばこ税
3億円〈5.5%〉

市税総額 54億8,550万円

市民1人当たり約11万円

【市税の内訳】

一般会計総額 342億500万円
（市民1人当たり約70万円）

前年度対比△25億6,500万円、7.0％の減

地方交付税 
134.2億円
 〈39.2%〉

市税
54.9億円
〈16.0%〉

　依

存

財
源

  自
主

財
源

　

　

27.4
％

72.6％

そのほか
1.7億円〈0.4%〉

県支出金
24.5億円〈7.2%〉

地方譲与税
3億円〈0.9%〉

地方消費税
交付金
12.5億円〈3.7%〉

使用料そのほか
10.4億円〈3.1%〉

繰入金
11.1億円〈3.2%〉

諸収入
11.4億円〈3.3%〉

市債
27.6億円〈8.1%〉

国庫支出金
44.8億円
〈13.1%〉

繰越金
6億円〈1.8%〉

一般
会計

歳入

　一般会計や水道事業会計等の全会計におい

て市債残高を抑えているため、市の実質公

債費比率は平成17年度と比べ、大きく減少

しています。また、財政調整基金残高は平成

17年度と比べ大きく増加しています。

　令和５年度当初予算時点の残

高は約646億円の見込みで、平

成17年度と比べると約89億円

減少しています。

市債残高

　収入に対する市債返済額の割

合で、低いほど財政が健全と言

えます。令和３年度は12.2％で

あり、平成17年度と比べると

9.5％減少しています。

実質公債
費比率　

　実質的な市の貯金です。令和

４年度末の残高は約22億６千

万円の見込みで、平成17年度と

比べると約16億７千万円増加

しました。令和５年度予算では

不測の支出への備えとします。

財政調整 
基金　　

市債残高（全会計）と実質公債費比率の
推移及び財政調整基金残高の推移　　735
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646

R5

678

R4

R5

19.3

R4

※令和５年度予算の一般会計総額を令和５年２月末日
時点の住民基本台帳人口で割った額

市民１人に使われる市の予算は

697,919円です（一般会計分）

民生費

178,614円 

公債費

110,481円 

土木費

112,445円 

教育費

66,882円 

商工費

34,318円 

農林水産業費

35,265円

衛生費

56,856円 

総務費

70,695円 

予備費

1,020円

消防費

26,071円

災害復旧費

884円

議会費

3,864円

労働費

524円

令和５年度　一般会計・特別会計予算

都市計画税の充当先

充当先
予算額

（一般財源額）
充当額

公共下水道債償還費 6億331万円 9,334万円

区画整理事業債償還費 1億5,175万円 2,348万円

都市計画事業債償還費 1,088万円 168万円

都市計画道路整備事業 506万円 506万円

都市公園整備事業債償還費 26万円 4万円

合　計 7億7,126万円 1億2,360万円

　都市計画区域内に所在する一部の土地・家屋所有

者に課される税金です。都市計画事業に活用します。

入湯税の充当先

　温泉の利用者に課される税金です。観光振興や

環境衛生施設に要する費用に活用します。

充当先
予算額

（一般財源額）
充当額

環境衛生施設整備 1億1,917万円 2,100万円

観光振興・観光施設整備 3,494万円 2,800万円

消防施設整備 2,826万円 2,100万円

合　計 1億8,237万円 7,000万円
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします
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Pick
Up

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課新型コロナウイルスワクチン接種対策係☎755-5320

今後の新型コロナワクチン接種について

令和５年春の追加接種を開始します

【令和５年春開始接種】オミクロン株対応２価ワクチン（12歳以上）　※モデルナ社製

●接種会場＝池田医院、大坪医院、大渕内科クリニック、せき整形外科、田中外科医院、十日町中央

クリニック、本町クリニック、山口医院（袋町）、山口医院（下条）、富田医院、上村診

療所、県立松代病院　※集団接種は実施しません

●接種会場＝上村診療所（日程などの詳細は市報５月10日号でお知らせします）

乳幼児ワクチン（生後６か月〜４歳）／小児ワクチン（５〜11歳）　※ファイザー社製

ワクチン接種予約方法　４月26日㈬午前９時から予約受付を開始します

●十日町市ワクチン接種コールセンター

　☎0570-012-037 

　午前９時〜午後７時（祝日を除く月曜日から金曜日のみ）

●十日町市

　ワクチン接種予約サイト

　（インターネット予約）

電話予約は混み合うため、できる限りインターネットからの予約をお願いします。

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課母子保健係☎757-9759

マスクの着用は個人の判断が基本となりました

新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症対策のためのマスクの着用について、国の方針の見直しに伴い令和５

年３月13日以降は個人の判断が基本となりました。

マスクの着用を判断するときは、以下の着用が推奨される場面や効果的な場面などを参考にして

ください。また、手指衛生・咳エチケット・換気・三密（密接・密集・密閉）回避などの基本的な

感染対策は、継続して行いましょう。

【症状があるときなどの対応】

以下に該当する人は外出を控えてください。

●発熱などの症状がある人

●新型コロナウイルス感染症検査の陽性者

●同居家族に陽性者がいる人

※やむを得ず外出するときはマスクを着用し、できる限り人混みを避けてください。

本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう、また個人
の主体的な判断が尊重されるよう、配慮をお願いします。

接種券の発行手続きについて

市役所本庁または各支所に以下の書類を郵送または持参してください。

【提出書類】

・接種券発行申請書（市役所本庁や各支所の窓口のほか市ホームページから取得可）

・本人確認書類（マイナンバーカード、健康保険証、運転免許証など）の写し

・これまでの接種歴がわかる書類（接種済証など）

※発行に数日かかります

初回接種（１・２回目）から３か月経過した人のうち、以下①〜③に該当する人は追加接種を受け

ることができます。日程などの詳細は接種券に同封する案内文書や市報５月10日号でお知らせしま

す。また、今年度から接種日時と会場を指定した「接種日程通知書」は郵送しません。接種を希望す

る人は必ずインターネットまたは電話で事前に予約してください（当日予約は不可）。

●対象者＝①65歳以上の人、②12歳〜64歳で基礎疾患がある人または重症化リスクが高いと医師が

認める人、③重症化リスクの高い人が集まる場所でサービスを提供する医療機関や高齢者・

障がい者施設などの従事者

※上記に該当しない人は12歳以上のすべての人が対象になる「秋開始接種」までお持ちください

●接種券＝下表のとおり年齢やこれまでの接種状況で接種券の発行手続きが異なります。

※令和５年度の接種券は緑色です。これまでに発行した白色の接種券は使用できません

区分（上記①〜③） 基礎疾患など 令和５年春開始用接種券

① 65歳以上 不問
接種券（緑色）を郵送します。
※予約受付の混雑を避けるため75歳以上は４月下旬、

65歳〜74歳は５月中旬に郵送します

②

61歳〜64歳
あり 発行手続きが必要です。

なし 接種できません。秋開始接種までお持ちください。

12歳〜60歳
あり

【令和４年７月〜９月の間に４回目を接種した人】
５月中旬に接種券を郵送します。

【上記以外の人】
発行手続きが必要です。

なし 接種できません。秋開始接種までお持ちください。

③

医療機関、高
齢者・障がい
者施設などの
従事者　　　

不問

【令和４年７月〜９月の間に４回目を接種した人】
５月中旬に接種券を郵送します。

【上記以外の人】
発行手続きが必要です。

周囲に感染を広げないために、マスクの着用が推奨される場面

受診や医療機関・高齢者施設
などを訪問するとき

混雑した電車やバスなどの
公共交通機関に乗車するとき

感染から身を守るために、マスクの着用が効果的な場面

高齢者、基礎疾患がある人、妊婦などの
重症化リスクの高い人が混雑した場所に行くとき
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●受付時間＝平日の午前９時から午後５時まで

●場所＝市内の郵便局21局（簡易郵便局は除く）

●持ち物＝マイナンバーカード交付申請書（地方公共団体情報システム機構から

送付済）を持参すると手続きがスムーズに行えます。写真は無料で撮影します。

　まだマイナンバーカードを取得していない人は、市役所や郵便局の窓口のほか、

スマートフォンや郵送でも申請できます。市役所で申し込むときは、身分証明書、

通知カード、住民基本台帳カード（持っている人のみ）を持参してください。

令和４年度 市政功労者表彰
● ● ● ● ●問合せ：企画政策課秘書係☎757-3111

市の発展に寄与されました

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課秘書係☎757-3111

寄
附
功
労

丸
山
　
秀
二
（
稲
葉
・
81
歳
）

井
川
鉞
之
介
（
東
京
都
・
91
歳
）

髙
島
　
宏
平
（
東
京
都
・
49
歳
）

服
部
　
勝
髙
（
東
京
都
・
78
歳
）

髙
橋
　
友
也
（
埼
玉
県
・
39
歳
）

阿
部
　
篤
仁
（
新
潟
市
・
58
歳
）

米
倉
　
研
史
（
新
潟
市
・
56
歳
）

感
謝
状

十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会

魚
沼
薬
剤
師
会
十
日
町
市
中
魚
沼
郡

支
部

産
業
振
興
功
労

関
口
　
純
夫
（
西
浦
町
西
・
72
歳
）

德
永
　
敏
朗
（
高
田
町
３
南
・
74
歳
）

福
祉
功
労

松
﨑
　
真
雄
（
倉
俣
・
57
歳
）

服
部
　
安
英
（
如
来
寺
・
69
歳
）

保
健
功
労

山
賀
　
と
し
（
池
之
畑
・
73
歳
）

交
通
安
全
功
労

生
越
　
　
徹
（
下
条
栄
町
・
69
歳
）

星
野
　
敏
也
（
荒
屋
・
63
歳
）

防
災
功
労

小
野
塚
　
茂
（
東
川
・
61
歳
）

根
津
喜
一
郎
（
西
浦
町
西
・
64
歳
）

羽
鳥
　
茂
宣
（
本
屋
敷
・
60
歳
）

高
橋
　
弘
朋
（
新
山
・
51
歳
）

　３月31日㈮、越後妻有文化ホール・十日町市中央公民館「段十ろう」で令和４年度十日町市褒賞表彰

式が行われ、18人２団体が褒賞を受賞しました。長年にわたり各分野で活躍し、市の発展に寄与した功

績が認められたものです。皆さん、おめでとうございます。（敬称略）

マイナンバーカードを取得しましょう
● ● ● ● ●問合せはそれぞれに記載

これからの暮らしがもっと便利に

郵便局でマイナンバーカードの申請ができるようになりました

問市民生活課市民係（☎757-3116）

マイナンバーカードを健康保険証として利

用できる医療機関などが増えています。健康

保険証として利用するには、スマートフォン

やマイナンバーカードの読み取り機のある医

療機関、市役所の窓口などでの申込みが必要

です。

最大２万円分のマイナ

ポイントを受け取れるの

は、令和５年２月末までに

マイナンバーカードを申請

し、まだポイントを取得し

ていない人です。希望する

人は、自身の端末（パソコ

ン・スマートフォン）、コ

ンビニのATM、市役所窓

口（午前９時から午後５時

まで）などで申し込んでく

ださい。

健康保険証としても利用できます マイナポイントの申込みは令和５年５月末までです！

マイナポイント
事業第２弾について

　新潟県ホームページで、
利用できる医療機関や薬
局を確認できます。

下表のとおり、夜間・休日にもマイナンバーカードを受け取

れます（完全予約制）。各支所は開庁日の直近木曜日までに予

約がないときは開庁しません。先着順のため、希望する人は早

めにインターネットまたは電話で予約してください。

会　場 時　間 日にち

市役所本庁（夜間） 午後７時30分まで 毎週火曜日・木曜日（祝日および５月２日㈫を除く）

市役所本庁（休日） 午前９時〜午後４時 ５月20日㈯、28日㈰

川西・松之山支所（休日） 午前９時〜正午 ５月13日㈯

中里・松代支所（休日） 午前９時〜正午 ５月14日㈰

問市民生活課市民係マイナンバー専用電話（☎755-5154）または各支所地域振興課市民係

マイナンバーカードは夜間・休日にも受け取れます

詳しくはこちら
（市ホームページ）

郵便局での申請について

５月１日㈪・２日㈫はシステム改修のため暗証番号ロック解除、住所変更等に
よる券面事項更新、電子証明書の発行などができません。注意してください。 
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住宅関連の補助金について
● ● ● ● ●問合せ：それぞれに記載

安心・快適な暮らしのために

　詳しい補助要件は、各制度の担当に問い合わせてください。

問都市計画課 建築住宅係 ☎757-9935

問都市計画課 建築住宅係 ☎757-9935 問都市計画課 建築住宅係 ☎757-9935

住宅省エネリフォーム補助金

克雪すまいづくり補助金 すまい雪おろし安全対策補助金

補助金額

補助対象

受付期間 受付期間

受付期間 ４月３日㈪〜５月31日㈬

補助対象 自らが居住する住宅（併用住宅の住居部分も可）

融雪式・耐雪式・落雪式（高床）

のいずれかで整備する住宅の新

築・改築、増築、改良工事費

①命綱固定アンカー

　（転落防止器具の取付金具）

②転落防止柵

③固定式昇降用はしご・昇降補助設備

　（①または②とあわせて行うときに限る）

４月３日㈪〜10月31日㈫

※予算に達し次第終了

４月３日㈪〜11月30日㈭

※予算に達し次第終了

【条件】

・市内に本社がある法人または市内に住所

がある個人事業主が行う工事

・対象工事費（税込）が10万円以上

・「適合通知書」が交付された後に着工すること

・令和６年２月29日までに工事を完了し、

実績報告書を提出すること

補助金額 対象工事費の20％ 上限10万円

※先着順ではありません

融雪式： 上限44万円

中心市街地域：上限66万円

要援護世帯はそれぞれ11万円を上限に加算

補助対象
手掘り式屋根の住宅または付属屋

に次の①〜③を設置する工事費

補助金額

対象工事費の50％

上限10万円

要援護世帯は上限15万円耐雪式： 上限33万円

中心市街地域：上限55万円

落雪式： 上限33万円
（高床）

対象工事
住宅本体の省エネに特化したリフォーム工事
※省エネ化とならないリフォーム工事、付属建物（車庫など）、

外構の工事、家電製品などは対象外です

機器・設備 補助額

太陽光発電

●最大出力10kW以下＝最大出力

×10万円（上限60万円）

●最大出力10kW超＝60万円+

（最大出力-10kW）×１万円

　（上限100万円）

定置用蓄電池
補助対象経費の３分の１

（上限額20万円）

地中熱利用
補助対象経費の３分の１

（上限額80万円）

ペレット・薪ストーブなど
補助対象経費の３分の１

（上限15万円）

木造住宅の耐震診断・改修補助金

補助金額

耐震診断：

耐震改修：

問都市計画課 建築住宅係 ☎757-9935

補助対象

受付期間

昭和56年以前に建てられた木造

住宅の耐震診断・改修費用

４月３日㈪〜10月31日㈫

※予算に達し次第終了

6～9万円

上限100万円

自己負担１万円

ふるさとの木で家づくり補助金

補助対象
下記の全てを満たす住宅建築に

使用する市産材の購入費用

問農林課 林業振興係 ☎757-9917

●自ら居住するために、市内に新築または増

築する住宅

●市産材を製材・加工して使用した住宅

●市産材を使用した構造材または内装材が見

える部分を１か所以上設ける住宅

●令和５年度中に建築現場に市産材が納材さ

れ、年度末までに完成する住宅

●市内に事務所または営業所を有する工務店

などが施工する住宅

受付期間
４月３日㈪〜

※予算に達し次第終了

補助金額
上限25万円

補助金額10万円未満は対象外

問環境衛生課 ☎752-3924

再生可能エネルギー活用促進費補助金

補助金額

補助対象

受付期間

住宅・事業所などに再生

可能エネルギーを利用す

る設備を設置する経費

４月３日㈪〜

※予算に達し次第終了

の住居部分も可）

「家を省エネリフォームしたい」
「光熱水費が安い家に
　　　　　 リフォームしたい」

「屋根の雪おろしをしなく
てもいい家にしたい」

「危険な屋根の雪おろしを
安全にしたい」

「電気代を抑えたい」
「つくった電気をつかいたい」

上限額を
100万円に増額

「地震に強い
　家にしたい」

「十日町市産の木で
　　 家を建てたい」
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十日町市と無印良品直江津の共催で「里山スノウリッチ＊マーケッ

ト」を初開催しました。雪国ならではの豊かな食文化を楽しむ「オン

ザライス選手権」などが行われたほか、個性溢れるお店が集まった「ミ

チクサマルシェ」には市内や近隣地域から多くの出店があり、広域的

な交流や文化の発信につながりました。「はたらく車ブース」では日夜活躍する除雪車やパトカーが展示

され、子どもたちが「暮らしを守る仕事」を身近に感じる機会となりました。イベントのフィナーレには

キナーレ屋上から花火が打ち上げられ、雪国の文化に触れながら、春の訪れを感じる一日となりました。

雪がもたらす豊かさを体感「里山スノウリッチ＊マーケット」

３月４日㈯：越後妻有交流館キナーレ

市立田沢小学校３年生が宮中取水ダムのせせらぎ魚道に、サケの稚

魚９万匹を放流しました。

この活動は、中魚沼漁業協同組合とＪＲ東日本の共催で、水力発電

と信濃川の河川環境との調和を目的に毎年行われています。参加した

児童たちは「元気でね！」、「無事に帰って来てね」などと声をかけな

がら、稚魚の放流を通して河川について学びました。

大きくなって、ふるさとへ帰って来てね

３月８日㈬：ＪＲ東日本信濃川発電所 宮中取水ダム

雪国・十日町の冬のくらし

に、なくてはならない「除雪の

仕事」。この日、除雪オペレー

タ担い手確保のため、県立十日

町総合高校２年生を対象に、除

雪作業の体験授業が開催されま

した。

これは、県除雪オペレータ担

い手確保協議会十日町・津南地

伝えます、雪国・十日町を守る「除雪の仕事」の魅力

３月１日㈬：十日町市総合公園

域協議会が主催して行われたものです。講師を務めたのは、十日町地区道路除排雪作業共同体の代表幹事

である㈱村山土建の皆さんで、参加した生徒19人はその道のエキスパートから、乗車前の機械点検や重

機への体験乗車など、道路除雪のさまざまな知識・技術を学びました。タイヤドーザに乗車した鈴木航介

さんは、「将来は建設業に携わりたいと考えているので、実際に重機から伝わる振動などを感じることが

でき、貴重な体験でした」と感想を話しました。

熟練オペレータの隣に乗車し、いざ除雪作業体験

一般社団法人再生可能エネルギー地域活性協会（Ｆ
フ ォ ー レ

ＯＵＲＥ）

主催の出前講座「環境教育プログラム『Ｍ
マ ナ ボ

ＡＮＡＢＯ．Ｌ
ラ ボ

ＡＢ』」

が市内小学校６校で行われました。本講座は、将来を担う子ども

たちに地球温暖化や再生可能エネルギーについて考えてもらうこ

とを目的とし、当市が同協会の会員であることから開催されたも

のです。市内の地熱・水力発電所などを題材に一問一答が行われ

ると、児童たちは積極的に挙手をして学習に取り組みました。東

小学校６年生の越村拓斗さんは「限りある資源を大切にするために水や電気を無駄遣いせず、自分もでき

ることから取り組んでいきたいです」と話しました。

「再生可能エネルギー」って何だろう？

３月２日㈭・３日㈮：市内小学校

講座の様子

（西・東・鐙島・下条・水沢・橘小学校で実施）

この日、市主催の「十日町市がん予防講演会」が開催され、会

場とオンラインで55人が参加しました。本講演会は、がんに関

する知識を啓発することで、がん検診と精密検査の受診率向上に

つなげることを目的に行われています。

たかき医院（土市５）産婦人科医の仲栄美子さんによる講演で

は、「子宮頸がんによる死亡リスクは、子宮頸がん予防ワクチン

の接種とがん検診を定期的に受診することで、大きく低下させる

ことができます」などと述べられると、参加者からは「子宮頸が

ん検診の重要性が改めてわかりました」、「安心して子どもに予防

ワクチンを接種させたいです」などの感想がありました。講演会

の内容は、十日町市公式Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube（右記二次元コード）で視聴

できます。ぜひご覧ください。

“がん予防”について知って、今からできる対策を

３月２日㈭：防災庁舎大会議室

動画はこちら

全国的に進む人口減少と少子高齢化。その対策のさらなる充実

を図るため、十日町農業協同組合との共催で「未来を拓く！まち

づくりフォーラムⅡ〜農山村からの地方創生〜」が開催され、約

200人が参加しました。

前半は中山間地域対策の第一人者である明治大学農学部教授の

小田切徳美さんによる基調講演が行われ、「農山村からの地方創生において、人口ではなく『人材』を増やし、

にぎやかな過疎をつくっていくことが重要です」などの貴重なアドバイスがありました。後半は高橋美佐

子さん（農家民宿「茅屋や」代表）、大塚眞さん（十日町市移住支援員）、多田朋孔さん（ＮＰＯ法人地域

おこし事務局長）の３人が加わってのパネルディスカッションが行われ、参加者の皆さんと一緒に人口減

少・少子高齢化社会における地域づくりを考える機会となりました。地域活性化の新たな好事例が、今後

市内各地で生まれることが期待されます。

地域づくりを共に考え、新たな地域活性化を生む

３月21日(火・祝)：越後妻有文化ホール「段十ろう」

小田切教授の講演の様子

２日間で延べ約９千人が雪上

ステージや屋台の地元グルメを

楽しみました。メーンイベント

の越後松代城を目指す雪中鉄人

レース「のっとれ！松代城」に

は、全国各地から226人が参加

し、見事１番に入城したのは前回３位入賞の大橋直
なおき

さん（寿

町２・３）。レースを振り返り、「４年越しで悔しさを晴らす

ことができました。第33代松代城主の称号を手にすること

ができて、とても嬉しいです」と喜びを話しました。

春を呼ぶ恒例行事が４年ぶりに開催

 ◆ 第35回雪原カーニバルなかさと  ◆ 第33回越後まつだい冬の陣 2023

３月11日㈯：清津川フレッシュパーク ３月11日㈯・12日㈰：松代総合体育館グラウンド

風物詩である約６

千本のスノーキャン

ドルが点灯される

と、雪原一面にキャ

ンドルの優しい光が

広がり、幻想的な冬

景色に多くのお客さ

んが心を癒されました。「食ののれん街」

やステージイベントも大盛況で、笑顔の

絶えないお祭りとなりました。



連載コーナー 連載コーナー
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令和５年度から「わたしの会社のいちおしワーカー」は偶数月号の掲載になります。

わ
た
し
の
会
社
の

市内出身。高校を卒業後、専門学校で建

築・大工を専攻し、５年前に㈲柳工務所

に入社。「新潟県建築組合連合会技能競

技大会」に出場するなど、日々大工の腕

を磨いている。

関谷 宗
むね

秋
あき

さん（川治下町・26歳）

有限会社柳工務所／オサム設計

●建築、設計、宅建業、木材業

●従業員数12人

●十日町市高田町三丁目西23番地1（☎757-8771）

●「家は一生の宝物。心を込めて造ります」の思い

で、設計から施工まで一貫して行っています。地

元の木材を活用した家づくりや木工教室を開催す

るなど、地域密着の工務店です。住まいのことな

らなんでもご相談ください。

協力
企業

Q 
あ
な
た
の
会
社
の
お
仕
事
、
会
社
の
強
み
は
？

新
築
、
リ
フ
�
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
古
民
家
や
社
寺
の
建
築
も

手
が
け
て
い
ま
す
。
自
社
で
は
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
地
元
の

杉
を
山
か
ら
伐
採
し
て
使
用
し
、
墨
付
け
や
刻
み
な
ど
本
当
の
大

工
の
技
術
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
が
好
き
で
、
昔
か
ら
大
工
職
人
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。
木
を
加
工
し
組
み
立
て
る
大
工
に
な
り
た
い
と
思
�
て
い
た

と
こ
ろ
、
墨
付
け
や
刻
み
を
行
�
て
い
る
当
社
を
知
り
、
訪
問
し

た
と
き
に
職
人
の
仕
事
を
間
近
で
目
に
し
て
、
迷
わ
ず
入
社
し
ま

し
た
。

Q 
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

昨
年
、
初
め
て
新
築
の
棟
梁
を
任
さ
れ
た
と
き
は
、
正
確
に
木

を
加
工
し
手
順
よ
く
作
業
を
進
め
る
こ
と
や
、
ほ
か
の
職
人
と
連

携
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
無
事

に
完
工
し
た
と
き
は
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
し
、
何
よ
り
自
信
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

Q 
こ
れ
ま
で
の
努
力
や
苦
労
は
？

や
は
り
、
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き
で
す
ね
。
建
物

を
理
解
し
、
木
を
加
工
し
て
隙
間
な
く
ぴ
�
た
り
納
め
ら
れ
る
と

気
持
ち
が
い
い
で
す
。
こ
れ
が
大
工
の
仕
事
の
お
も
し
ろ
さ
の
一

つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Q 
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

的
確
な
指
示
を
出
せ
る
一
人
前
の
棟
梁
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
先
輩
か
ら
の
指
導
や
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
墨
付

け
の
で
き
る
本
当
の
大
工
職
人
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Q 
今
後
の
目
標
は
？

紹介したい
従業員を

募集します！！

問産業政策課
　産業振興係
　☎757-3139

vol.59

Vol.

25
■問合せ＝十日町市観光協会　☎757-3345

第47回 十日町きものまつり

５月３日に開催される「第47回十日町きものま

つり」では、きものを「見て、着て、感じる」さま

ざまなイベントを開催します。ぜひ参加ください。

きものの里をきもので歩こう

十日町Kimonoバル

十三詣り

　きもののレンタル・

着付けがセットになっ

たプランで、きものを

気軽に体験できます。

●受付＝ラポート十日

町３階

●時間＝ 午 前 ８ 時30

分〜午後４時
￥レンタル一式6,000円（きもの・着付け・草履）

※きもの持参者は3,000円（着付けのみ）
申観光協会ホームページ専用フォーム

（右記二次元コード）から申込み
〆４月21日㈮正午

　ステージイベントや抽選会、飲食などをみんなで

楽しみ、きものまつりを満喫しましょう。
会道の駅クロステン大ホール

●時間＝午後４時〜午後６時（予定）
￥3,000円（飲食チケット付）
申十日町きものまつり実行委

員会（☎757-3345）
〆４月26日㈬

※きもの以外の服装も参加可

　13歳を迎えた子どもたちが、聡明な知恵の授与

などを祈ってお詣りする伝統的行事です。
会本城院護国寺（本町一丁目上579）

●時間＝午前11時〜（10時

受付開始）
￥3,000円　　定先着40人
申床屋なおい（☎752-3401）
〆４月28日㈮

十日町市と津南町からなる越後妻有地域を舞台

に開催される「大地の芸術祭」は、３年に１度の

祭典だけではなく、１年を通してアートを活用し

た地域づくりを実施しています。本連載では、大

地の芸術祭に関する活動やプログラムなどをお知

らせしますので、ぜひご覧ください。

■問合せ＝文化観光課芸術祭企画係
　　　　　☎757-2637

新連載スタート！ 春からは大地の芸術祭作品が続々公開

大地の芸術祭公式ホームページ

草間彌生「花咲ける妻有」

田島征三「鉢＆田島征三絵本と木の実の美術館」

大地の芸術祭  通信
Vol.01

冬の間、里山には雪囲いをしている作品が多くありました

が、４月29日からは屋外作品をはじめ多くの作品が続々公

開されます。越後妻有里山現代美術館M
モ ネ

onETなど拠点施設

での企画展のほか、空き家や廃校を活用した作品や四季折々

の旬の食材を生かした料理の提供など、2023年も地域の皆

さんと一緒に、越後妻有の魅力を国内外へ発信していきます。



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

※小学３年生以下は保護者同伴

●入館料＝500円、中学生以下無料
●参加費＝500円、未就学児無料
問キョロロ（☎595-8311）

「森の学校」キョロロ
4月15日～5月14日の里山体験プログラム

日時／テーマ

４月15日㈯・５月13日㈯ 午後１時30分〜４時／花ごよみし
らべ（無料）定20人

４月16日㈰・30日㈰・５月４日㈷・５日㈷ 午後１時30分〜
３時／里山の生き物探検定20人

４月22日㈯ 午前５時〜８時／定例探鳥会（無料）、午後１時
30分〜３時30分／川虫しらべ（無料）定10人

４月22日㈯・29日㈷・５月６日㈯・13日㈯ 午前10時〜11時
30分／ザリガニ調査（無料）

４月23日㈰ 午後１時30分〜３時30分／ビオトープづくり
（無料）定20人、午後７時〜８時30分／夜の里山探検定20人

４月29日㈷・５月３日㈷ 午後１時30分〜３時／山菜探し定
20人

４月30日㈰・５月５日㈷ 午前10時〜正午／昆虫標本づくり
定12人

５月６日㈯ 午前10時〜正午／ブナの森ようちえん定15組、
午後１時30分〜４時／森のクモしらべ（無料）定10人

５月７日㈰ 午前10時〜 11時30分／舘野鴻トークショー定
30人、午後１時30分〜３時／舘野鴻観察会定30人

５月13日㈯ 午前８時〜９時30分／こども野鳥の会探鳥会
（無料）

５月14日㈰ 午前10時〜正午／カニムシ調査（無料）定10人、
午後１時30分〜３時30分／スウェーデントーチづくり（無
料）定20人
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和５年４月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

【
お
知
ら
せ
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
�
本
紙
に
掲
載
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
・
催
し
・
相
談
な
ど
で
も
�
中
止
・
延

期
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
�
最
新
情
報

は
�
そ
れ
ぞ
れ
問
合
せ
先
へ
確
認
し
て
く

だ
さ
い
�

情
報
館
で
行
わ
れ
る
催
し
・
講
座

【
第
78
回
名
作
読
書
講
座
】

日
４
月
20
日
㈭
午
後
７
時
30
分
～

８
時
45
分

対
中
学
生
以
上

定
20
人

内
井
上
靖
の
「
あ
す
な
ろ
物
語
」

講
庭
野
三
省
さ
ん

【
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
コ
ー
ス
】

日
５
月
９
日
～
６
月
８
日
の
毎
週

火
・
木
曜
日
午
後
２
時
～
３
時

30
分
（
全
10
回
）

対
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
る
人

￥
９
千
円

定
15
人
※
申
込
人
数
や
感
染
状
況

に
よ
り
中
止
の
と
き
あ
り

内
電
源
の
入
れ
方
、ネ
ッ
ト
の
楽
し

み
方
、ワ
ー
ド
で
の
文
書
作
成

〈
共
通
〉

会
・
申
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

―
５
１
０
０
・
Ｆ
７
５
０
―
５

１
０
３
）

狩
猟
免
許
取
得
希
望
者
講
習
会

日
５
月
13
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

３
時

会
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
店
大
会
議
室

対
市
内
在
住
者

￥
無
料
※
希
望
者
に
問
題
集
（
税

込
１
６
５
０
円
）
を
販
売

定
先
着
50
人

内
狩
猟
免
許
取
得
お
よ
び
鳥
獣
の

生
態
に
関
す
る
基
礎
知
識
習
得

の
講
習
会

講
（
一
社
）
新
潟
県
猟
友
会

●
申
込
期
間
＝
４
月
17
日
㈪
～
28

日
㈮
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

申
・
問
Ｊ
Ａ
十
日
町
営
農
企
画
課

（
☎
７
５
７
―
１
５
７
６
）

問市民交流センター「分じろう」（☎750-7770）
　市民活動センター「十じろう」（☎750-7771）

４月15日～５月14日の行事予定表

まちなかステージ

月 日 内　　容

４
月

14日㈮〜

16日㈰

尾身伝吉版画展
●時間＝午前10時〜午後５時（最終日

は午後４時まで）
会十じろう：ギャラリー

15日㈯

十日町おもちゃ病院
●時間＝午前10時〜午後３時（受付は

午後２時まで）
会分じろう：ルーム１

16日㈰

春の寄せ植え講座（NPOひとサポ）
●時間＝午前10時〜　
定10人　￥2,300円
会分じろう：マーケット広場　※要予約

16日㈰

ミニチュアレインボーケーキ講座（NPOひとサポ）
●時間＝午後１時30分〜
定５人　￥1,200円
会分じろう：ルーム３　※要予約

20日㈭
27日㈭

自然食品・エコ商品販売（えことぴあ）
●時間＝午前11時〜午後７時
会分じろう：マーケット広場

21日㈮〜

23日㈰

半間実千世展
●時間＝午前10時〜午後４時30分
会十じろう：ギャラリー

24日㈪

雑談会議（NPOひとサポ）
●時間＝１部：午後２時〜３時30分、
　２部：午後４時〜５時30分、
　３部：午後７時〜８時30分
会十じろう：ギャラリー　※要予約

４・５月のイベント予定

問越後妻有文化ホール・十日町市中央公民館

　「段十ろう」（☎757-5011）

月 日 内　　容

５
月

５日
㈮・㈷

こどもまつり（NPOひとサポ）
●時間＝午前10時〜午後２時
会分じろう：全館

７日㈰
アニメ関連フリーマーケット（アニメフレンズ）
●時間＝午前11時〜午後６時
会十じろう：ギャラリー

10日㈬
とおか市（NPOひとサポ）
●時間＝午前９時〜午後１時
会分じろう：マーケット広場

11日㈭
自然食品・エコ商品販売（えことぴあ）
●時間＝午前11時〜午後７時
会分じろう：マーケット広場

13日㈯
エンジェルスマイル
●時間＝午後１時30分〜３時30分
会分じろう：ルーム２

13日㈯

雑談会議（NPOひとサポ）
●時間＝１部：午後２時〜３時30分、
　２部：午後４時〜５時30分、
　３部：午後７時〜８時30分
会十じろう：プレイス１、２　※要予約

14日㈰〜

21日㈰

きものの街のキルト展作品展示（キルト展実行委員会）
会分じろう：全館、十じろう：ギャラ

リー・マーケット広場

月 日 内　　容

４
月

16日㈰
第11回きらら会発表会
●開演＝午後０時30分

23日㈰
だんだんテラスコンサート
●開演＝午後２時

29日
㈯・㈷

小野リサ コンサート2023
●開演＝午後４時

５
月

３日
㈬・㈷

令和５年度　二十歳のつどい
●開場＝午前10時15分

14日㈰
きものの街のキルトコンテスト表彰式・開会式
●開演＝午後２時

月 日 内　　容

５
月

14日㈰〜

21日㈰

きものの街のキルト展
キルトコンテスト作品展示

14日㈰〜

20日㈯

きものの街のキルトコンテスト
創作こけし展示

（最終日は午後４時まで）

21日㈰
だんだんテラスコンサート
●開演＝午後２時

28日㈰
十日町高等学校吹奏楽部
第53回定期演奏会
●開場＝午後１時30分

【分じろう：まちの歴史文化コーナー H
は っ か け

AKKAKE】

月日 展示内容
５月
８日㈪
まで

雪国の究極の春ものがたり
※５月３日㈬㈷のきものまつりは国宝・
火焔型土器 No. ９を展示します。【かりてガシャポン！ 2023春】

１回に10冊以上本を借りて、ガシャポン

を回しましょう。なにが出てくるかは開けて

からのお楽しみ。

日４月23日㈰〜５月14日㈰

※川西分室、松代分室でも開催

対幼児〜小学生

【情報館の活動をふりかえる展2022】

令和４年度の話題の本や貸出ランキングの

ほか、情報館の１年間の取組みを紹介します。

日４月25日㈫〜５月21日㈰

４月23日㈰～５月12日㈮は「こどもの読書週間」
～ひらいてとじた　笑顔がふえた～

【映画「すみっコぐらし」上映会】

日４月29日㈷午前10時〜11時10分、午後２時

〜３時10分※２回とも同じ内容

対幼児〜小学生とその保護者

定各回先着90人（要事前申込）

【舘野鴻さん絵本トーク＆お絵描き指導会】

舘野さんの作品についての話を聞いたあと、

アドバイスを受けながらお絵描きをします。

日５月６日㈯午後１時30分〜４時

対幼児〜小学生

定先着25人（要事前申込）

〈共通〉会・申・問情報館（☎750-5100）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）】

日
５
月
２
日
㈫
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分

内
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱

い
・
止
血
法
・
異
物
除
去
※
事

前
に
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ｅイ
ー-

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講

し
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
救
命
入
門
コ
ー
ス（
45
分
コ
ー
ス
）】

日
５
月
８
日
㈪
午
後
６
時
30
分
～

７
時
15
分

内
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い

〈
共
通
〉

定
10
人

会
消
防
本
部

申
・
問
十
日
町
地
域
消
防
本
部
警

防
課
救
急
室
（
☎
７
５
７
―
１

５
５
８
）

十
日
町
市
消
費
者
協
会

香
害
に
関
す
る
講
演
会

日
５
月
11
日
㈭
午
後
２
時
30
分
～
４
時

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」
講
堂

定
先
着
20
人

内
講
演
「
香
害
�
て
知
�
て
い
ま

す
か
？
～
日
用
品
か
ら
の
化
学

物
質
公
害
～
」

講
平
賀
典
子
さ
ん
（
日
本
消
費
者

連
盟
・
洗
剤
部
会
）

〆
４
月
28
日
㈮
午
後
４
時
ま
で

申
・
問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎

７
５
７
―
３
７
４
０
）
※
平
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

ナ
カ
ゴ
で
春
の
パ
ン
ま
つ
り

～
芝
生
の
上
の
手
作
り
市
～

日
５
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時

他
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

も
同
時
開
催

会
・
問
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
☎
７
６
８
―
４
４
１
９
）

十
日
町
市
・
甦

よ
み
が
える

万
葉
伝

落
語
、テ
ク
ノ
・
オ
ペ
ラ
シ
ョ
ウ
で

綴
る
松
之
山
・
鏡
个
池
伝
説

日
６
月
11
日
㈰
午
後
２
時
30
分
開

演
（
開
場
は
午
後
２
時
）

￥
全
席
指
定

：

４
千
円（
消
費
税
込

み
、当
日
は
５
０
０
円
増
、段
サ

ポ
５
０
０
円
割
引
券
使
用
可
）

他
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
車
い
す
席
希
望
者
は

チ
ケ
ッ
ト
購
入
時
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

●
チ
ケ
�
ト
販
売
＝
段
サ
ポ
先
行

販
売

：

４
月
17
日
㈪
午
前
９
時

か
ら
段
十
ろ
う
で
販
売
、
一
般

発
売

：

４
月
22
日
㈯
午
前
９
時

か
ら
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
段
十
ろ
う
、

南
魚
沼
市
民
会
館
、
魚
沼
市
小

出
郷
文
化
会
館
、
ｅイ
ー
プ
ラ
ス＋

会
・
問
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル「
段

十
ろ
う
」（
☎
７
５
７
―
５
０

１
１
）

め
ご
ら
ん
ど
主
催
イ
ベ
ン
ト

人
形
劇﹁
お
し
ゃ
べ
り
な
た
ま
ご
や
き
﹂

日
６
月
３
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分（
開
場
は
午
前
10
時
）

※
受
付
を
済
ま
せ
て
午
前
10
時

15
分
ま
で
に
入
場

定
先
着
１
０
０
人

●
出
演
＝
人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ

〆
５
月
27
日
㈯

会
・
申
・
問
児
童
セ
ン
タ
ー
「
め

ご
ら
ん
ど
」（
☎
７
６
１
―
７

７
０
７
）

生
誕
１
１
０
年 

木
版
画
家 

星
襄
一
展
Ⅰ

︱
光
を
求
め
て
︱

日
６
月
４
日
㈰
ま
で
の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）

休
火
曜
日

￥
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０

０
円

会
・
問
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２
―
７
２
０
２
）

以
上
の
学
生
以
外
の
人

￥
１
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

〆
４
月
20
日
㈭

会
・
申
市
総
合
体
育
館

問
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
７
５
２
―
４
３
７
７
）

令
和
５
年
度

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
︵
入
門
編
︶

受
講
生
募
集

日
５
月
10
日
～
12
月
６
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
～

（
５
月
10
日
は
開
講
式
の
た
め

午
後
７
時
～
）
※
ほ
か
の
曜
日

に
行
う
こ
と
あ
り

会
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
「
段
十

ろ
う
」

対
手
話
に
興
味
の
あ
る
人

￥
４
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

〆
４
月
28
日
㈮

申
・
問
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７

５
７
―
３
５
６
５
・
Ｆ
７
５
７

―
３
４
１
４
）

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

Ｉ
Ｔ
・
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
養
成
科

５
月
入
校
生
募
集

日
５
月
19
日
㈮
～
９
月
15
日
㈮
午

前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

会
魚
沼
サ
ン
テ
�
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

（
南
魚
沼
市
）

介
護
予
防
事
業 

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
講
座

日
５
月
～
令
和
６
年
３
月
の
午
前

10
時
～
／
第
１
・
３
月
曜
日

：

初
級
イ
ン
ド
式
ヨ
ガ
（
経
験
年

数
６
年
未
満
の
人
に
限
る
）、

第
２
・
４
水
曜
日

：

タ
イ
式
ヨ

ガ
（
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
）

対
65
歳
以
上
の
市
民

￥
受
講
人
数
に
よ
り
５
千
円
～

１
万
円
程
度

定
先
着
20
人

持
運
動
が
で
き
る
服
装
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル

講
イ
ン
ド
式
ヨ
ガ

：

大
口
悦
子
さ

ん
、
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン

：

庭

野
好
則
さ
ん

会
・
申
・
問
中
央
公
民
館
（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）
※
申
込

み
は
４
月
13
日
㈭
午
前
９
時
～

来
館
の
み
受
付
で
対
応

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
○
ら

　
５
月
の
番
組
情
報
で
す
。

●
投
影
日
＝
毎
月
第
1
・
2
日
曜

日
午
前
11
時
～
（
約
35
分
間
）

内
今
月
の
星
空
散
歩
・
お
と
め
座

の
話

問
中
里
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
☎
７
６
３
―
２
５
２
６
※
平

日
午
前
の
み
）、
ユ
ー
モ
ー
ル

事
務
局
（
☎
７
６
３
―
２
４
１

４
）

十
日
町
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

訓
練
指
導
職
員
︵
会
計
年
度

任
用
職
員
︶
募
集
中

内
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
児

（
乳
幼
児
）
の
療
育
訓
練
指
導

（
親
子
教
室
や
小
集
団
教
室
で

の
指
導
、個
別
対
応
記
録
作
成
）

な
ど

●
雇
用
期
間
＝
５
月
～
令
和
６
年

３
月
31
日

●
採
用
人
数
＝
１
人

●
資
格
＝
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

問
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５

２
―
７
２
７
０
）

第
₁₇
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

日
５
月
14
日
㈰
午
前
８
時
45
分
～

●
種
目
＝
女
性
の
部
、
男
女
混
合

の
部

●
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤

者
で
、
４
月
１
日
現
在
満
18
歳

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

対
パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
分
野
の
知

識
・
技
能
を
習
得
し
、
就
職
を

希
望
す
る
人

定
15
人

￥
無
料
※
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
・

受
験
料
な
ど
自
己
負
担
あ
り

〆
４
月
24
日
㈪

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
魚
沼
市
・
☎
０
２
５
―
７
９

４
―
２
４
１
０
）

令
和
5
年
度　

第
１
期
市
民
か
つ
ど
う
教
室

﹁
学ま

な

じ
ろ
う
﹂
受
講
生
募
集

●
期
間
＝
６
～
８
月
（
月
２
回
／

計
６
回
）

会
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
十
じ
ろ
う
」

対
市
民
（
初
心
者
向
け
）
※
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
教
室

あ
り

定
先
着
各
10
人
※
半
数
に
満
た
な

い
と
き
は
中
止
あ
り

￥
３
千
円
※
教
室
に
よ
�
て
材
料

費
な
ど
別
途
徴
収
あ
り

内
書
道
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
か
ご

バ
ッ
ク
、
刺
し
�
う
、
デ
ッ
サ

ン
、や
き
も
の
、健
康
マ
ー
ジ
�

ン
、
ヨ
ガ
、
太
極
拳
、
認
知
症

予
防
、
囲
碁
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
・

ジ
オ
ラ
マ
造
り
、
着
付
け
、
Ｄ

Ｉ
Ｙ
、
歌
う
ま
教
室
※
詳
細
は

問
合
せ

〆
４
月
30
日
㈰

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
と
サ
ポ（
☎
・

Ｆ
７
５
０
―
７
７
７
１
）
※
火

曜
日
休
館

入
居
者
募
集

川
西
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
﹁
千
寿
さ
く
ら
荘
﹂

対
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
世
帯
の
人
な
ど

●
住
所
＝
霜
条
４
７
９
―
２

●
募
集
戸
数
／
￥
６
畳
１
Ｄ
Ｋ

：

２
室
／
５
千
円
～
５
万
２
千

円
、
８
畳
１
Ｄ
Ｋ

：

２
室
／
７

５
０
０
円
～
７
万
８
千
円
（
収

入
に
よ
る
）
※
８
畳
１
Ｄ
Ｋ
は

単
身
入
居
可
能
と
な
り
ま
し
た

〆
５
月
１
日
㈪

申
・
問
川
西
支
所
地
域
振
興
課
市

民
係（
☎
７
６
８
―
４
９
５
６
）

※
詳
細
は
問
合
せ

詳しくはこちら
（市ホームページ）
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し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

　各競技の優勝選手・チームを紹介します（敬称略）。

問スポーツ振興課（☎756-5013）第18回 市民スポーツ大会結果

種目 大会名 種別 優勝者

スキー

第52回

市民スキー選手権大会

クロスカントリー競技

中学男子５㎞クラシカル 吉田中学校 相 崎 　 基
中学女子３㎞クラシカル 吉田中学校 丸 山 萠 衣
小学６年男子３㎞クラシカル 城ヶ丘ＸＣ 五十嵐結次郎
小学５年男子３㎞クラシカル 鐙島小学校 吉澤　祐成
小学６年女子３㎞クラシカル 鐙島小学校 柳　里緒菜
小学５年女子３㎞クラシカル 西小学校 丸山　友奈
小学４年男子２㎞クラシカル 西小学校 柳 　 侑 成
小学４年女子２㎞クラシカル まつのやま学園 滝沢　綾芽
小学３年男子２㎞クラシカル 鐙島小学校 尾 身 　 優
小学３年女子２㎞クラシカル 吉田小学校 久保田　理子
小学２年以下男子１㎞クラシカル 鐙島小学校 保坂　康太
小学２年以下女子１㎞クラシカル 鐙島小学校 植木　姫乃

中学男子チームスプリント２人×1.1㎞×３回 吉田中学校Ｄ
斎 木 　 宝
相 崎 　 基

中学女子チームスプリント２人×1.1㎞×３回 吉田中学校
丸山　萠衣
村山　羽菜

小学男子チームスプリント２人×1.1㎞×２回 川治ＤＡＳＨ　Ａ
吉田　昊生
吉田　昇生

小学女子チームスプリント２人×1.1㎞×２回 川治ＲＵＳＨ　Ａ
川田　季令
蔵品　和花

市民スキー選手権大会

アルペン競技

小学３年生以下女子混合大回転 ＭＳＩＸ雪将軍 瀬沼　レル
小学３年生以下男子混合大回転 十日町市ＳＫ 川田　一翔
小学４年生女子混合大回転 松代小学校 若井　彩葉
小学４年生男子混合大回転 ＭＳＩＸ雪将軍 渡邉　未来
小学５年生女子混合大回転 まつのやま学園 関根　明日菜
小学５年生男子混合大回転 松代小学校 関谷　叶多
小学６年生女子混合大回転 まつのやま学園 福原　鈴音
小学６年生男子混合大回転 十日町ＳＣ 小林　朗瑠
中学生女子混合大回転 十日町ＳＣ 吉樂　萌来
中学生男子混合大回転 ＭＳＩＸ雪将軍 板橋　岳隆
成年女子混合大回転 十日町市ＳＫ 小川　あかり
成年男子Ａ組混合大回転 清津ジュニアＳＣ 山本　広大
成年男子Ｂ組混合大回転 妻有ＳＣ 樋口　貴洋
成年男子Ｃ組混合大回転 妻有ＳＣ 藤ノ木　大祐
成年男子Ｄ組混合大回転 ＭＳＩＸ雪将軍 若井　考幸
成年男子Ｅ組混合大回転 十日町市ＳＫ 小川　圭一

22市報とおかまち　令和５年４月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和５年４月10日号23

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
募
集

対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
年

に
１
～
２
回
程
度
開
催
す
る
会

議（
平
日
の
日
中
２
時
間
程
度
）

に
出
席
で
き
る
こ
と
（
報
酬
、

交
通
費
支
給
あ
り
）

定
３
人

〆
５
月
１
日
㈪

申
・
問
応
募
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
市
役

所
本
庁
舎
・
各
支
所
・
公
民
館

に
配
置
）
を
記
入
し
、
企
画
政

策
課
協
働
推
進
係
（
☎
７
５
７

―
３
６
９
３
）
へ

令
和
５
年
度

十
日
町
青
年
学
級
参
加
者
募
集

日
６
月
～
11
月

内・
着
付
け
コ
ー
ス
、
料
理
コ
ー
ス

各
全
10
回

・
陶
芸
コ
ー
ス
全
５
回

各
コ
ー
ス
午
後
７
時
30
分
～
９

時
30
分
※
料
理
コ
ー
ス
の
み
午

後
７
時
～
９
時

※
陶
芸
コ
ー
ス
の
み
十
じ
ろ
う

対
18
～
35
歳
（
昭
和
63
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

￥
年
会
費
５
千
円
（
各
講
座
初
回

時
に
支
払
い
）

定
各
コ
ー
ス
先
着
15
人

〆
５
月
12
日
㈮

会
・
申
・
問
電
話
・
メ
ー
ル
（t-e

d
u

　-
k

o
m

i
n

k
a

n
@

c
i
t
y

.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

）
の
い
ず

れ
か
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
性
別
・
生
年
月
日
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
越
後
妻
有
文
化

ホ
ー
ル
・
十
日
町
市
中
央
公
民

館
「
段
十
ろ
う
」（
☎
７
５
７

―
３
１
１
２
）
へ

令
和
５
年
度

古
文
書
入
門
講
座
受
講
生
募
集

日
６
月
10
日
㈯
～
11
月
25
日
㈯
の

第
２
・
４
土
曜
日
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

￥
１
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
初
回
に
支
払
い

定
先
着
15
人

内
市
内
の
史
料
を
テ
キ
ス
ト
に
し

て
、郷
土
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

講
林
悦
郎
さ
ん（
博
物
館
友
の
会
・

古
文
書
研
究
グ
ル
ー
プ
）

〆
５
月
26
日
㈮

申
・
問
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

（m
u

s
e

u
m

.1
0

@
c

it
y

.

to
k
am

ach
i.lg

.jp

）の
い
ず
れ
か

で
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
博

物
館（
☎
７
５
７
―
５
５
３
１
・

Ｆ
７
５
７
―
６
９
９
８
）へ

令
和
5
年
度

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
会
員
募
集

日
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
30
分
～

９
時
30
分

会
十
日
町
中
学
校
体
育
館

対
小
・
中
学
生

￥
年
間
４
千
円
※
保
険
料
別

持
内
履
き
用
シ
ュ
ー
ズ

他
初
心
者
用
ラ
ケ
ッ
ト
あ
り

申
・
問
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
Ｎ
（
☎

７
５
７
―
６
７
１
０
）

５
月
の
全
血
献
血

　
５
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
５
月
11
日
㈭
は
児
童
扶
養
手
当

定
期
支
払
日
】

３
・
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

を
支
払
い
ま
す
。
手
当
額
は
手
当

証
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
４

月
に
認
定
を
受
け
た
人
は
、
７
月

に
５
・
６
月
分
か
ら
手
当
を
支
払

い
ま
す
。

【「
養
育
費
の
確
保
」
を
支
援
し
ま

す
】ひ

と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
が
養

育
費
を
確
実
に
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
取
決
め
に
関
す

る
公
正
証
書
の
作
成
費
用
な
ど
対

象
と
な
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
次
の
①
～
④
全
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
居
住
し
、
交
付
申
請
時

ひ
と
り
親
で
あ
る
人

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
、
ま
た
は
同
様
の
水
準

で
あ
る
人

③
養
育
費
取
決
め
の
対
象
と
な
る

児
童
を
現
に
扶
養
し
て
い
る
人

④
養
育
費
取
決
め
の
た
め
の
経
費
、

保
証
料
な
ど
を
負
担
し
た
人

●
補
助
額
＝
上
限
２
万
５
千
円

（
税
込
み
）

〈
共
通
〉

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

市
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

日
原
則
毎
週
土
曜
日
午
後
５
時
30

分
～
７
時
30
分

会
市
総
合
体
育
館

対
市
内
小
学
生

￥
４
５
０
０
円
（
保
険
料
・
施
設

料
な
ど
）
※
２
年
目
以
降
は
３

５
０
０
円

申
・
問
申
込
書
に
年
会
費
を
添
え

て
湯
沢
（
☎
０
９
０
―
８
７
４

３
―
１
８
０
４
）
へ
※
会
場
で

も
随
時
受
付

サ
ッ
カ
ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

柏
レ
イ
ソ
ル
戦
に
抽
選
で
ご
招
待

日
５
月
７
日
㈰
午
後
２
時
キ
ッ
ク

オ
フ 

柏
レ
イ
ソ
ル
戦

会
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン（
新
潟
市
）

〆
４
月
23
日
㈰
午
後
11
時
59
分
ま
で

申
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
も
し
く
は

　
サ
イ
ト
（h

ttp
s
:/

/
b

it.ly
/

　3
lC

W
P
B

S

）
か
ら
申
込
み
。

抽
選
結
果
は
４
月
25
日
㈫
に

メ
ー
ル
で
配
信
。

申込用
二次元コード

問
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
（
☎
０
２
５
―
２
５
７
―
０

１
５
０
）

４
月
の
納
税
・
納
付

４
月
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
お
よ
び
介
護
保
険
料
第
１
期
の

納
付
月
で
す
。
期
限（
５
月
１
日
）

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
生
活
課
（
☎
７
５
７
―
３

７
３
５
）・
福
祉
課
（
☎
７
５

７
―
３
７
５
７
）

５
月
の
休
館
日

●
段
十
ろ
う
＝
８
日
㈪
・
22
日
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
８
日
㈪
・
22
日
㈪

●
博
物
館
＝
毎
週
㈪

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
・
ま
つ

だ
い
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン

タ
ー
「
農
舞
台
」＝
毎
週
㈫
・
㈬

※
３
日
㈷
は
開
館

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
24
日
㈬

●
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ
（
中
里
体

育
館
）
＝
９
日
㈫

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫

●
分
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

●
十
じ
ろ
う
＝
毎
週
㈫

松
之
山
郷
民
俗
資
料
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
以
降
、
当
分
の
間

休
館
し
ま
す
。

問
文
化
財
課
（
☎
７
５
７
―
５
５

３
１
）

体
育
施
設
使
用
料
変
更
の

お
知
ら
せ

４
月
か
ら
市
内
体
育
施
設
の
使

用
料
金
を
変
更
し
ま
し
た
。
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
体
育
施
設
係

（
☎
７
５
６
―
５
０
１
３
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談 ハピ婚サポートセンター を利用しませんか

ハピ婚サポートセンターは出会いの機会がない人、結婚に向けて婚活を頑張っている人のお手伝

いをします。市内在住者・在勤者や当市への移住希望者で、結婚したいと考えている人は、ぜひ利

用してください。

ハピ婚サポートセンター を利用しませんかハピ婚サポートセンター を利用しませんか

十日町市ハピ婚サポートセンターと小千谷市めぐりあいサポートセンターは、会員の新たな出会

いの機会を創出するために自治体の垣根を超えて連携・協力します。

内①マッチング：両市センターの会員間でお見合いができます。（５月１日㈪から）

　②イ ベ ン ト：両市協働の婚活イベントを開催します。

　③情 報 発 信：イベント情報などを両市で広く発信します。

４月１日から十日町市と小千谷市は婚活支援の連携を開始しました

【会員登録・問い合わせ】
ハピ婚サポートセンター　とおかまちマリアージュ
営業時間：午前９時〜午後６時　水曜定休（完全予約制）
〒948-0003　十日町市本町六の一丁目71番地26　クロステン４階
☎ 755-5517 ／ Fax 755-5534 ／ E-mail：info@10hapicon.jp

小型特殊自動車は軽自動車税の申告が必要です

田植機やフォークリフトなどの小型特殊自動車は、道路を走らなくても軽自動車税の申告が必要

です。ナンバープレートの交付を受けてください。また、廃車するときはナンバープレートを返却

してください。ナンバープレートを紛失したときは、弁償金として600円をお支払いいただきます。

※原材料の高騰などにより、ナンバープレートの弁償金は４月１日より300円から600円へ変更と

なりました。

 問税務課（☎757-3716）または各支所地域振興課市民係

構造

トラクター、コンバイン、
田植機、農薬散布車、農
耕作業用トレーラなど農
業専用に使用する車両

フォークリフト、ホイル
ローダ、運搬車、草刈機、
除雪車など農業以外にも
使用可能な車両

速度 最高速度35㎞/ｈ未満 最高速度15㎞/ｈ以下

大きさ 制限なし

長さ 4.7ｍ以下

幅　 1.7ｍ以下

高さ 2.8ｍ以下

年税額 2,400円 5,900円

●軽自動車税（種別割）の対象となる小型特殊自動車

①販売証明書または譲渡証明書（車

名、車体番号などが記載されてい

る書類）

※ネットオークションなどで購入

した車体を登録するときも、販

売証明書または譲渡証明書が必

要

②申請者の本人確認書類（運転免許

証など）

●申告手続きに必要なもの

ホームページ

第４次十日町市男女共同参画基本計画を策定しました

市では平成20年の「十日町市男女共同参画基本計画」策定以降、５年ごとに計画を見直し、さ

まざまな施策を展開してきました。今後もより一層、男女共同参画の意識を浸透させるとともに、

Ｓ
エスディージーズ

ＤＧｓの目標にある「ジェンダー平等」を踏まえ、誰もが活躍できる十日町市を目指すための指

針として、第４次計画を策定しました。

※計画本文は、市役所本庁・各支所・各公民館に配置しています。また、市ホームページにも掲載しています。

 問企画政策課協働推進係（☎757-3693）

性別に関係なく、誰もが多様な生き

方を選択でき、その個性と能力を十分

に発揮できる社会のことです。男女共

同参画社会の実現には、仲間に加わる

「参加」だけでなく、主体的に意思表

示をして行動する「参画」が必要です。

家庭や地域、学校や職場などあらゆる

場面で、性別による固定的な役割分担

ではなく、一人ひとりが活躍できるよ

う、支え合うことが重要です。

●男女共同参画社会とは

一人ひとりが
自分らしく生きる
元気なまち

①男女平等を推進する社会づくり

②女性が活躍できる社会づくり

③多様な生き方が選択できる社会づくり

●基本理念と基本目標

・職業における女性の活躍やワーク・ライフ・バランスの推進、

ＤＶやセクハラの根絶に関する施策に取り組みます（女性活

躍推進法や配偶者暴力防止法に基づく計画を兼ねています）。

・性的マイノリティに関する差別防止や困難の解消な

ど、人権尊重の啓発に取り組みます。

●第４次計画のポイント

十日町市環境衛生推進協議会は
３月31日㈮をもって解散しました

住民による公衆衛生の実践・啓発活動を通じ、地域住民の健康保

持増進と生活環境の健全化、自然保護、住みよい郷土の建設に寄与

することを目的に活動していた「十日町市環境衛生推進協議会」は、

下水道などの整備や環境美化活動の進展により発足当初の目的を達

成したため、３月31日㈮をもって解散しました。

一部の分会で実施していた給油自動ストップ装置購入費補助金は

実績が少ないため廃止、ごみ集積庫補修（更新）補助金は市の補助

金制度へ統合されます。

なお、協議会解散に伴い環境衛生推進員の制度も廃止となりま

す。令和４年度の環境衛生推進員は、環境衛生推進員の看板を埋立

てごみの収集日に袋に入れずそのままごみステーションに出すか、

環境衛生課（十日町地域以外は各支所地域振興課）まで持参してく

ださい。

問環境衛生課環境企画係（☎752-3924）

24市報とおかまち　令和５年４月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和５年４月10日号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

環
境
衛
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
野
外
で
の
ご
み
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
】

軽
微
で
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
�
て
も
、
周
辺
状

況
や
生
活
環
境
へ
の
十
分
な
配
慮

が
必
要
で
す
。
煙
害
や
悪
臭
の
発

生
な
ど
に
よ
�
て
、
近
隣
か
ら
通

報
（
苦
情
）
が
く
る
よ
う
な
と
き

は
、
改
善
・
指
導
の
対
象
と
な
り
、

中
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
�
ン
や
エ
コ
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
対
策
】

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
と
は
、

天
然
に
産
出
す
る
繊
維
状
鉱
物

で
、
大
量
吸
入
に
よ
�
て
は
人
体

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
り
、

全
て
の
建
築
物
の
解
体
や
補
修
を

行
う
に
は
、
石
綿
含
有
建
材
に
つ

い
て
の
事
前
調
査
が
必
要
で
す
。

10
月
１
日
着
工
の
工
事
か
ら
は
、

専
門
の
知
識
を
有
す
る
「
建
築
物

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
」
に
よ
る

調
査
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は

石
綿
総
合
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

石綿総合情報
ポータルサイト
ホームページ

〈
共
通
〉

問
環
境
衛
生
課
環
境
企
画
係
（
☎

７
５
２
―
３
９
２
４
）

令
和
５
年
度

小
型
除
雪
機
械
共
同
導
入
事
業

対
２
世
帯
以
上
の
集
落
ま
た
は
10

世
帯
以
上
で
構
成
す
る
自
治

会
、
除
雪
組
合

●
規
格
＝
23
・
５
馬
力
（
要
相
談
）

●
台
数
＝
２
台
（
予
定
）

●
貸
与
条
件
＝
購
入
費
用
の
４
割

を
負
担

〆
５
月
８
日
㈪

他
機
械
の
メ
ー
カ
ー
、
機
種
の
指

定
は
不
可

問
建
設
課
克
雪
利
水
係
（
☎
７
６

１
―
７
４
１
２
）
ま
た
は
各
支

所
農
林
建
設
担
当

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
に
準

じ
る
世
帯
で
、
経
済
的
理
由
の
た

め
に
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒

に
、
就
学
援
助
費
を
給
付
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
は
在
籍
す
る
学
校

を
通
じ
て
、
随
時
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
教
育
総
務
課
庶
務
係
（
川
西
庁

舎
内
・
☎
７
５
７
―
３
１
１
８
）

ま
た
は
在
籍
す
る
市
立
学
校



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談 ４月１日から電子申請が拡充しました

国のオンラインサービス「ぴったりサービス」を利用して、介護保険に関する手続きについての

電子申請を開始しました。申請にはマイナンバーカードが必要です。パソコンなどで「ぴったりサー

ビス」と検索し、利用しください。

 問総務課情報システム係（☎757-3196）

手続名称 担当係 連絡先

１　要介護・要支援認定の申請
２　要介護・要支援更新認定の申請
３　要介護・要支援状態区分変更認定の申請
４　住所移転後の要介護・要支援認定申請
５　居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼の届出
６　介護保険負担割合証の再交付申請
７　介護保険被保険者証の再交付申請

福祉課
介護認定審査係

☎755-5667

８　高額介護（予防）サービス費の支給申請
９　介護保険負担限度額認定申請
10　居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請
11　居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請（住宅改修前）
12　居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請（住宅改修後）

福祉課
介護保険係

☎757-3757

26市報とおかまち　令和５年４月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和５年４月10日号27

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

か
ら
十
日
町
橋
へ
の
通
行
規
制

に
つ
い
て

水
路
工
事
（
雨
水
浸
水
対
策
）

に
伴
い
、
妻
有
シ
�
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
十
日
町
橋
の
間
で
終
日

通
り
抜
け
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

（
夜
間
・
休
日
含
め
終
日
車
両
通

行
止
め
）。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
車
両
通
行
止
め
期
間
＝
５
月
８

日
㈪
～
６
月
下
旬
（
予
定
）
※

７
月
下
旬
に
１
日
程
度
、
同
様

の
交
通
規
制
に
よ
る
舗
装
工
事

を
予
定

問
上
下
水
道
課
下
水
道
係
（
☎
７

５
７
―
３
１
４
１
）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

第
二
次
十
日
町
市
総
合
計
画
の

進
捗
管
理
の
た
め
、
市
が
実
施
し

て
い
る
施
策
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
市
民
の
思
い
や
評
価
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
４
月
下
旬
以
降
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
送
付
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
市
内
に
在
住
す
る
満
18
歳
以
上

89
歳
以
下
の
３
千
人
（
無
作
為

抽
出
）

問
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
９
３
）

増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
雪
解
け

に
よ
り
清
津
川
の
水
量
が
増
え
て

大
変
危
険
で
す
。
危
険
な
場
所
に

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
電
源
開
発
㈱
奥
清
津
川
発
電
所

（
☎
０
２
５
―
７
８
９
―
２
７

０
７
）

働
く
こ
と
に
悩
む
人
の

ワ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
相
談

日
５
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬
両
日
と

も
午
前
10
時
～
正
午
※
開
催
日

以
外
に
も
随
時
相
談
可

会
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本
庁

舎
隣
）

申
・
問
福
祉
課
援
護
係
（
☎
７
５

７
―
９
７
３
９
）

教
育
相
談

日
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
祝
日
・
振
休
除
く
）

会
・
問
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
（
丸

山
町
・
☎
７
５
２
―
７
５
６
５
）

女
性
相
談
専
用
電
話

日
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
祝
日
・
振
休

除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７
―
３
７
０
１

　（
市
民
生
活
課
市
民
係
内
）

地方税統一ＱＲコードを利用した
納付方法の拡充について

４月から全国の自治体で地方税統一ＱＲコードを利用した納付が始ま

りました。十日町市では５月送付の納付書からＱＲコードが印字されま

す。地方税共同機構が提供する「地方税お支払サイト」を利用して、納

付書に印字されたＱＲコードをパソコンやスマートフォンで読み取るこ

とで市税の納付ができるようになります。利用可能なスマホアプリやク

レジットカード決済は「地方税お支払サイト」で確認してください。ま

た、全国の地方税統一ＱＲコード対応の金融機関で納付ができるように

なります。対応の金融機関は地方税共同機構のホームページで確認して

ください。

※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

●対象税目＝固定資産税・都市計画税、軽自動車税（種別割）、市県民税（普

通徴収）、国民健康保険税（普通徴収）

問税務課管理収納係（☎757-3113）

ゆずります・ゆずってください「ゆずります」

　市報3月10日号で募集した「ゆずります・ゆずってください」に以下19点の品物が集まりました。

希望者は、品物一覧で詳細などを必ず確認して申込みしてください。複数の人から申込みのあった

品物は、事務局において抽選を行います。結果は５月８日㈪以降、当選者にのみ連絡します。

●申込期間＝４月26日㈬までの平日午前９時〜午後４時

●品物一覧＝本庁舎、各支所または市ホームページで閲覧できます。

申・問市消費者協会事務局（市消費生活センター内・☎757-3740）

※ゆずり受けた品物に取扱い説明書がないときは、インターネットなどで取得するか、専門業

者などで動作確認をするなどして、安全を確かめてから使用してください。市と市消費者協

会は一切責任を負いません。

№ 品　　物 希望金額

１ 座卓① 無料

２ 座卓② 無料

３ ひな人形７段飾り15人揃い 無料

４ ひな人形８段飾り18人揃い 無料

５ アップライトピアノ用レースカバー 無料

６ チャイルドシート 無料

７ サイドボード 無料

８ ホットカーラー 無料

９ ジムセット（ベンチプレス・ダンベル） 無料

10 食器棚 無料

№ 品　　物 希望金額

11 クローゼット 無料

12 コーヒーメーカー 無料

13 空気清浄機① 無料

14 空気清浄機② 無料

15 ベビーベッド 2,000円

16 オイルヒーター 5,000円

17 灯油タンクと融雪マット 7,050円

18 ポータブルトイレ（未使用品） 31,500円

19
謡（うたい）の名吟集レコード

42枚・謡本付
50,000円

品物一覧二次元コード

253

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

　
市
は
十
日
町
音
声
訳
サ
�
ク
ル
に

市
報
と
お
か
ま
ち
の
音
声
訳
化
を
委

託
し
�
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
�
詳
し
く
は
企
画
政
策
課

広
報
広
聴
係
︵
☎
７
５
７
︱
３
１
１

２
︶
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
�



〔情報館〕５月のテーマ図書 ※テーマは一部変更したり追加したりするときがあります
問情報館（☎750-5100）

一
般
向
け

母「宙ごはん」、「レペゼン母」など、

母親への思いを描いた本を紹介し

ます。

自然を感じる「庭仕事の真髄」、「は

じめよう！観葉生活」など、自然を身

近に感じられる本を紹介します。

きょうのおてんき「いいおてんき」、「あめのひの

えんそく」など、さまざまな空模様を楽しめる本を

紹介します。

パパママだいすき「ぼくとパパ」、「ママがおうち

にかえってくる！」など、お父さんやお母さんが登

場する本を紹介します。

児
童
向
け

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

28市報とおかまち　令和５年４月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　令和５年４月10日号29

●とおかまち応援寄附金＝白崎重幸（上尾市）、金田由紀子（目黒区）、中本健二（広島市）、吉田浩平（さ

いたま市）、尾藤栄治（横浜市）、妻嶋恭平（江東区）、早瀬照子（名古屋市）、保坂誠栄（羽村市）、

安藤鷹乙（川崎市）、小野寺周（柏崎市）、稲葉朋江（渋谷区）、西峰勲（品川区）、土田麟太郎（川

崎市）、村山高幸（世田谷区）、本山貴昭（川口市）、福山良彦（都城市）、早川政幸（中津川市）、

清水奈月（京都市）、橋口公一（名古屋市）、島田研（北区）、川田有一郎（港区）、山大玲（尼崎市）、

田辺政平（彦根市）、水落稔（下条）、小嶋初夫（東下組）、水落正起（下条）、春川章（四日町）、

藤森キヨミ（杉並区）、鈴木澄子（三芳町）、石田廣行（三芳町）、志賀輝治（藤沢市）、福原洋二

（新発田市）、西潟三代次（足立区）、小山正武（横浜市）、武田一仁（横浜市）、若山修治（川崎市）、

柳ハルエ（葛飾区）、武田正春（古河市）、小堺加智夫（市川市）、三森キヨ子（市原市）、池田正

（厚木市）、齋藤辰義（野田市）、西垣英子（川崎市）、小堺虎男（墨田区）、浅野昇（水戸市）、米

持哲男（八千代市）

●情報館分＝登坂健二郎（駅通り）、十日町小学校５年生キラキラスマイル学年（学校町1）、高橋

真紀子（城之古東町）、保坂希（田中町）

●地域福祉基金＝稲和会（稲荷町西）、田村豊（霜条）

●保育園・認定こども園（22施設）＝「ほんの気持ちプロジェクト」新潟県労働金庫十日町支店

推進委員会（絵本97冊）

※敬称・都道府県名略寄付ありがとう

地域包括支援センター高齢者の皆さんの生活をサポートします

センター名 担当地区 住　　所 電話

十日町北地域包括支援センター 下条・中条・川西 下条３丁目485番地1（特別養護老人ホーム三好園内） ☎761-7406

十日町東地域包括支援センター 十日町・新座・大井田 高田町３丁目南442番地（医療福祉総合センター内） ☎757-3551

十日町中地域包括支援センター 川治・六箇・吉田 寿町２丁目１番地１（社会福祉法人やまびこ内） ☎755-5115

十日町南地域包括支援センター 水沢・中里 新宮乙195番地３（養護老人ホーム妻有荘内） ☎758-2324

十日町西地域包括支援センター 松代・松之山 松代3983番地１（松代ゆうあいセンター内） ☎597-3805

※閲覧中に表示される広告について、市
　はその内容に一切の責任を負いません

二次元コードからダ
ウンロードしてご利
用ください（無料）

アプリ で

を配信中市報とおかまち電子版

空き家バンク登録物件募集中
あなたが所有する大切な空き家を、次の人

へ託しませんか。詳しくは市ホームページ（右

記二次元コード）を確認してください。

問企画政策課移住定住推進係

　（☎755-5137）
空き家バンク
登録方法

すこやかランド

「リズム遊び♪手遊び」

日10日㈬午前10時〜

会段十ろう

対生後４か月〜１歳程度の乳

児とその母親

問段十ろう（☎757-5011）

なかよしランド

日９日㈫・16日㈫・23日㈫・

30日㈫午前10時〜11時

会めごらんど

対未就園児とその保護者

￥年会費あり

※詳細は問い合わせ

他新規参加者、随時募集中

※体験・見学可

問段十ろう（☎757-5011）

いっしょにあそぼ

日11日㈭・18日㈭・25日㈭

午前10時〜11時

対未就園児とその保護者

会・問水沢公民館

　（☎758-3101）

橘にこにこルーム

26日は「読み聞かせの会」

（江村かおるさん）」。

日12日 ㈮・26日 ㈮ 午 前 ９ 時

30分〜11時30分

会川西高齢者コミュニティセ

ンター

対未就園児とその家族

問子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

ぼぼっこひろば 

　遊び場を提供しています。

日毎週月・水曜日午前10時

〜午後３時

会川西福祉センターはあとふ

る川西

他飲食持ち込み可

問川西地域振興会

　（☎768-4951）

十日町おやこ劇場

エクササイズ（ヨガ）&キッズ英語

「わくわくキッズ」

日11日㈭午前10時〜

￥１回無料、２回目から500円

対乳幼児とその家族

「笑劇☆紙芝居」

日14日㈰午後３時〜

〈共通〉

会千手中央コミュニティセン

ター

問丸山（☎090-2548-0507)

ネージュスポーツクラブ

「わんぱくきっず教室」

日13日㈯午前９時30分〜10

時30分

会市総合体育館

対年少〜年長児とその保護者

￥１組500円

内親子での運動遊び

※令和５年度から教室の日程・

　内容などを変更します

持内履き、飲み物、タオルなど

申・問

　NPO法人ネージュスポーツ

クラブ（☎752-4377）

おはなしの会「ふきのとう」

日20日㈯午前10時30分〜

対乳幼児〜小学校３年生くらい

会・問千手中央コミュニティ

センター（☎768-2308）

おはなしひろば

「プラネタリウムの上映会と

おはなし会」

日12日㈮午後７時〜８時

会ユーモール２階プラネタリウム

対幼児〜小学校低学年

問中里公民館（中里庁舎内・

☎763-2493）

おはなしぴよぴよ

日６日㈯・13日㈯

　午前10時30分〜11時

対乳幼児とその保護者

定10人

会・問情報館（☎750-5100）

読み聞かせの会 どんぐり

日20日㈯午前10時30分〜11時

対幼児〜小学校低学年

会・問情報館（☎750-5100）

おはなし「たまてばこ」

日27日㈯午前10時30分〜11時

対乳幼児とその保護者

会・問情報館（☎750-5100）

おはなしたんぽぽ

４月〜７月の間、活動を休止

します。

問情報館（☎750-5100）

のち ひびっ
ろこ ばのち ひびっ
ろこ ば

５
のののの月

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・

延期となることがあります。参加を希望するときは、

事前に各問い合わせ先へ確認をしてください。



対面相談について、発熱や風邪症状がある人はご遠慮ください。電話相談もご利用ください。

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

3日㈬㈷

4日㈭㈷

5日㈮㈷

7日㈰

14日㈰

21日㈰

28日㈰
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至柏崎市 
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あかね園

上野

253
252

252253
117

高原田水口沢

国保川西
診療所

（休日救急診療センター）
●

休日一次救急
診療センター

ご案内

・各種予防接種や予防診療、登園・登校許可証の記入はできませ

ん。平日にかかりつけ医や近くの病院へ問い合わせてください。

・休日や夜間に医療機関の受診の判断に迷ったときは、左記の「電

話による健康相談」などを利用してください。

・津南病院では土曜日（第５除く）に内科と小児科の診療を行っ

ています。

●診察受付時間：午前８時30分〜

　（午後の診察開始時間は直接センターに問い合わせてください）

５月の休日救急医

休日一次救急診療センター
（国保川西診療所内）

高原田（川西）768-2034

※症状などを聞きとりますので、来院する前に
電話をお願いします。電話がつながりにくい
ときは、時間をおいてかけ直してください。

※変更があったときは、市ホームページやあん
しんメールなどでお知らせします。
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◆５月のそのほかの相談 教育相談・女性相談専用電話は26ページをご覧ください

 法律相談

日11日㈭・18日㈭・25日㈭午後１
時30分〜４時

会本庁相談室
申・問市民生活課市民係
　　　（☎757-3116）※要予約

 行政相談

日／会17日㈬午後１時30分〜３
時30分／はあとふる川西、18
日㈭午前10時〜正午／中里庁
舎

 定例年金相談

日11日㈭・25日㈭午前10時〜正
午、午後１時〜３時

会クロステン
申・問日本年金機構六日町年金事務所
　　　（☎025-716-0008）※要予約

 消費生活相談

日月〜金曜日午前９時〜午後４時
（祝日・振休・年末年始を除く）
対悪質商法・買い物・契約で困っ

ている人
他面談相談は要予約
申・問市消費生活センター
　（☎757-3740・Ｆ752-6924・メール：

t-shohi@city.tokamachi.lg.jp）

 多重債務相談

日24日㈬午後１時〜４時※22日
㈪までに要予約

会本庁相談室　内借金トラブル
問市消費生活センター（☎757-3740）

 心配ごと相談

日随時受付
会・申・問社会福祉協議会
　　　　　（☎757-3565）

 生活困窮者相談

日午前８時30分〜午後５時15分
（土・日曜日、祝日を除く）
会・問社会福祉協議会
　　　（☎757-3565）

◆５月の健康・福祉の相談

子どもをむし歯から守る
ブラッシング相談

※要予約、人数制限あり
日５月19日㈮午前９時30分～10時30分
会松代 子育て支援センター「すくすく」
対未就学児とその保護者
持歯ブラシ・母子健康手帳・バスタオル
問松代支所地域振興課市民係☎597-2221

　松之山支所地域振興課市民係☎596-2169

子ども情報のひろば
５月の育児相談ほか

〔健康相談〕　※要予約・人数制限あり

申・問各支所地域振興課市民係

期　日 会場・受付時間

10日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分～11時

12日㈮ 中里 子育て支援センター「きらりん」
午前10時～11時

19日㈮ 松代 子育て支援センター「すくすく」
午前９時30分～10時30分

〔家庭相談員による育児相談〕

問健康づくり推進課母子保健係☎757-9759

期　日 会場・受付時間

11日㈭ 子育て支援センター「くるる」
午前10時～11時30分（身体測定は終日）

〔ごはん相談室・身体測定〕

※身体測定は日曜、休館日を除き毎日受け付けています（フェ

イスタオルを１枚持参）

問子育て支援センターくるる☎757-1008

212

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
（
４
歳
未
満
の
幼
児
）
募
集
中
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

料理上手なおばあちゃんが作る煮豆、煮菜、ぜん
まいのきんぴらが好きな歌子ちゃん。活発でいろい
ろなことに興味を示し、最近では知っている言葉を
適切に使いこなす力や記憶力が身に付いてきまし
た。できることが増え、その成長を感じている家族
は「優しく、前向きな子になってほしい」と願って
います。

渡
邊
歌う

た

子こ
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ん
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歳
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中
町

５月の乳幼児健診

問健康づくり推進課母子保健係☎757-9759

会保健センター（市役所本庁隣）
持母子健康手帳・問診票・フッ化物歯面塗布希

望確認票（１歳６か月児）・視聴覚アンケート
（３歳６か月児）・健やか親子21に基づくアン
ケート（４か月児・１歳６か月児・３歳６か
月児）バスタオル・着替え・おむつなど

事 業 名 期日 受付時間 対 象 児

４か月児
健診 24日㈬ 午後１時

～１時30分
５年１月

生まれの乳児

10か月児
身体測定 25日㈭ 午前９時

～９時30分
４年７月

生まれの乳児

１歳６か月児
健診 17日㈬ 午後１時

～１時30分
３年９月１日～10月

15日生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定 17日㈬ 午前９時※

～９時30分
２年10月１日～11月

15日生まれの幼児

３歳６か月児
健診 16日㈫ 午後１時※

～１時30分
元年10月１日～11月

15日生まれの幼児

期　日 会場・受付時間 内容

10日㈬ 子育て支援センターえくぼ
午前10時～11時

育児
相談

 臨床心理士によるこころの相談会 

日15日㈪午後１時〜３時
会保健センター（市役所本庁隣）
〆８日㈪
申・問健康づくり推進課成人保健

係 （☎757-9764）

 発達支援に関する相談

日月〜金曜日午前８時30分〜午
後５時15分（祝日・振休・年
末年始を除く）

対18歳まで
問発 達 支 援 セ ン タ ー（ ☎752-

7270）

とおかまち健康ダイヤル24
☎0120-108-221（市民専用）
※24時間・年中無休
※通話・相談無料

専用ダイヤル登録用
二次元コード

電話による健康相談

☎0570-783-025

※24時間・年中無休

新潟県こころの相談ダイヤル

☎＃7119

日毎日午後７時〜翌朝午前８時

内急な病気やけがなどに関する相談

救急医療電話相談（概ね15歳以上）

☎＃8000

日毎日午後７時〜翌朝午前８時

内急な発熱やけがなどに関する相談

小児救急医療電話相談（15歳未満）

 保健師による健康相談

日８日㈪午前９時30分〜11時30分
会保健センター（市役所本庁隣）
〆２日㈫
申・問健康づくり推進課成人保健

係（☎757-9764）

※受付時間内でわけて呼び出しを行います。対象者には個別通

知します。

料理上手なおばあちゃんが作る煮豆、煮菜、ぜん
まいのきんぴらが好きな歌子ちゃん。活発でいろい
ろなことに興味を示し、最近では知っている言葉を
適切に使いこなす力や記憶力が身に付いてきまし
た。できることが増え、その成長を感じている家族
は「優しく、前向きな子になってほしい」と願って
います。



※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで問い合わせてください

広 告 欄

32市報とおかまち　令和５年４月10日号


	表紙
	特集「令和５年度 主な事業と予算」
	マスクの着用は個人の判断が基本となりました
	今後の新型コロナワクチン接種について
	令和４年度 市政功労者表彰
	マイナンバーカードを取得しましょう
	住宅関連の補助金について
	タウントピックス
	連載コーナー
	My trip TOKAMACHI
	大地の芸術祭通信
	わたしの会社のいちおしワーカー

	お知らせ・ガイド
	催し・講座
	募集
	福祉・健康
	子育て
	スポーツ
	くらし・相談

	５月のちびっこひろば
	子ども情報のひろば
	５月の健康・福祉の相談
	５月の休日救急医
	５月のそのほかの相談
	裏表紙／広告欄

